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1才6カ月児の食生活と健康との関連
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研究目的
l才6カ月という時期は離乳が完了し，乳児期に比べ
ると奴取する食品の量や種類が多くなる。 一方，消化器
系統や食行動の発達はまだ充分ではない。その上段近の
わが国では，インスタン卜食品，加工食品，調flJ!済食品
の憎加，あるいは流通機織の改革や保存技術の進歩によ
り季節や場所を問わず多くの食品が入手しうる状態にあ
る1。ζれらの今までになく多織化した食環境の下で，
個々の育児に際しては食生活における多くの問題，疑問，
悩み等があるものと推察される。
従来，多数の対象を得る乙とが悶難だったために，ζ
の年令群の食生活や，食生活と健康との関述についての
調宣は少ない。
日併1]52年から 1才6カ月児健診が実胞されるようκ
なり， 1 J'6カ月児の食生活の実態についての調奇報
告2)_ 引が散見されるようになったが，まだまた、この時
期の食生活の実態を把保した栄養指導指針が確立されて
いるとはいい難い。
そ乙で，本研究では 1.t6カ月児健診l侍における栄養
指導をより効果的lζ行なうための指針づくりのー資料と
することをH的として，1 J-6カ).j児健診を受診した幼
児を対象Ie:，食生活と健康状態の実態を調査し，さらに
それらの関連について検討した。
研究方 法
1.調査対象
附和56'rf:6月から昭和]57年 3月までに，大阪市東成保
健所IC1 J-6カ片児健診のために来所した幼児のうちの
598名(~万303名，女 295名)であ る。
2.諭査方法
*fGi槻亦十'jo:病院小児科 本*大阪市東成保健所
保健所から保護者にアンケー卜用紙を事前に送付し健
診時に回収した。
3.調査内容
調査票は鈴木7)の方法に従い作成した。すなわち表 1
{ζ示すように，食生活l乙関するもの13項目，健康に関す
るもの10項目からなっている。
また，身長，体重を保健所の l才6カ月児健診票で調
ベた。
表 1 食生活調代:ioよび健康調子『
[食 '1:./，万凋ftJ
a食事は規則的に食べますか。
bf!jU-Imのホーレン阜、人参の上
うな色の濃い野菜を食べますか。 はい 時々 いいえ
はい時々し、し、え
c 毎日-slIのレタス、キャヘツのよ
うな色の淡い野菜を食べますか。 はし、 時々 いいえ
d uj I一切のf!.(を食べますか。 はし、 /1寺骨 L功、え
e 毎日一切の肉を食べますか。 はい 時々 いいえ
fuj)]J1.hlの卵を食べますか。 はい 時々 L叫、え
g J 週間』ζ31以上トヴフはとのIi.
製品を食べますか。 はい 時々 いいえ
h 1 J趨l:iHζ311以上わかめ、乙んぶ
なとの的~~量買(jを食べますか。 はい 時々 L市、え
i 1 i週間IC3 n以上大線、乙「はうな
との恨業主Il~食べますか。 'Jい 時々 いいえ
jおやつはt!"¥、ものか好きですか。
1M味のものかげきですか。
1いものどちらでもない出昧
kお宮のおやつはとのようなものが多いですか例にならっ
て、お宅での ・ド~J的な場合についてその ] [.]分をかいて
ドさL、。
、?
?
?，?、
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例: お宅の場合
ジュースー l本缶入り (180mi) 
チョコレート キャラメル大3倒
アンバン l個
かっばえびせん (半袋100g人)
アイスクリーム l伺
チューインガム 3枚
l牛乳は Jnとれくらい飲みますか。
飲まない、 l本 (180m!)以 F、24>: (360m!)以ド、
2本より多い( m!) 
日1母乳を飲んでいますか。
はい(1円 困) 時々 いいえ
〔健泌~~資)
a虫歯がありますか。 ある( 本)ない
b胤加をひきやすいですか。 はい時々 いいえ
c虫さされの後などがいつまでもじ
くじくしますか。 はい時々 L功、え
d食欲のない守Iが多いですか。 はい時々 いいえ
e 1!民俗しがちですか。 はい時々 いいえ
f腹f請をよr.える‘許が多いですか。 はL、 時々 いいえ
giM疹ができやすいですか。 はい時々 いいえ
h顔色か悪いζとが多いですか。 はい 日寺々 いいえ
1医院で貧血を結鏑されたことかあ
りますか。 はい時々 いいえ
jまぶたがはれたり等、顔か浮く乙
とがありますか。 はい時々 いいえ
4.分析方法
食生活調査ならびに健康調査の質問IL対する回答を点
数化して得点を求め，それぞれ食生活得点，健康得点と
した。
食生活得点の採点方法は表lの項目 aから iとlを採
点対象とし， iはいJを3点 ，i時々Jを 2点，iし、い
え」を l点と し最低得点10点から最高得点30点までとし
た。(但し lの牛乳摂取量については i2本以下」と
i2本より多いjを 3点， r 1本以下」を 2点.i飲ま
ないJをl点とした。)
健康得点の採点方法は，食生活得点とは反対に「いい
え」を3点.i時々」を2点.iはい」を 1点とした。
(但し aの虫歯の有無については.iない」を 3点 ，
i 1本」を 2点.i 1本以上」を l点、とした。)段低得
点10点から段高得点30点までである。いずれも得点が高
-旦主
(2) 
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いほど食生活状況，健康状況が良好であるととを表して
いる。
間食摂取状況については，おやつの内容，摂取盈につ
いての回答から，重量目安栄養価早見表的を用いて間食
からのエネルギー綴取量を，また深田9)の算出値を用い
て間食からの砂織際取量を概算した。
研究結果
1 .食生活調査の結果
1. 食物被取状況について
食物領取状況は表2Iζ示すように，蛋白質源として，
表2 食生活調査結集
質問項 同 4主い 時ノー いいえ
人 % 人 9匹 人 9匹
a 食事の規則性 422 7Q.6 J40 23.4 36 6.0 
b 毎日-Hlの
有食野菜 186 31.1 347 58.0 65 10.9 
c 毎日-00の
淡食野菜 141 23.6 325 54.3 132 22.1 
d 毎日一切の魚 183 30.6 361 60.4 54 9.0 
e 毎臼 l切の肉 120 20.1 おo63.5 98 16.4 
f 毎日 l僧の卵 312 52.2 222 37.1 64 10.7 
g 1週腐間に3製日以品上豆 ・豆 415 69.4 156 26.1 27 4.5 
h 1 週間以IC 3日上海凝矧 239 40.0 252 42.1 107 17.9 
1 1 週間以に3日 上級菜頒 161 26.9 307 51.3 130 21.8 
おやつの晴好 甘いもの どちらでも 位味なL、
159 26.6 336 56.2 103 17.2 
~~よ 2以本下 i本以下 飲まないりい
人 人 人 % 人 9匹
l 牛乳被取. 225 184 134 22.4 55 9.2 
37.6% 30.8% 
m 母乳侠取 47 7.9 J4 2.3 537 89.8 
毎日一個の卵を食べる者「はし、Jが52.2%.i時々Jを
あわせると89.3%となり利用率の高い食品である乙とを
示している。次いで.1~聞に 3 日以上豆腐 ， 豆製品を
食べる者「はL、J.i時々Jあわせて95.5%であった。魚
を毎日食べる「はいJ.i時々」あわせて91.0%.肉は83.
6%で肉よりも魚の方がや、利用率が高かった。
野菜類は有色野菜，淡色野菜は毎日食べる者が「は
いJ.i時々Jをあわせて，それぞれ.89.1%.77.9%.ま
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た1週間1ζ3日以上級菜頬を食べる者は78.2%で，有色
野菜の利用率が必も13かった。
牛乳綬取量は「飲まないJが9.2%，r 1本(180m])
以下Jが22.4%， r 2本 (360m])以下Jが30.8%，
r2本より多い」が37.6%で，伺人差の巾かかなりみら
れた。平均は445m]であった。また母乳を飲んでいる苔
「はいJが7.9%，r時々」カ52.3%であった。図 1は
仁コ 母乳奴取群
rZI2I母乳非被取群
品。
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母乳被取群と母乳を飲んでいない鮮の牛乳娘取E訟を比較
したものである。 r飲まなし、」および r1本以下」の少
盈飯取者が母乳摂取群では77.1%であったのに対し，母
乳を飲んでいない群では26.4%，一方 r2本より多いJ
の多血熊取者は母乳摂取群で・は9.8%，母乳を欽んでい
ない群では40.8%で，母乳奴取mの牛乳綬取量は母乳を
飲んでいない群』亡くらべてかなり少なかった。
2. 食生活得点について
食生活得点の平均は22.1であった。その頻度分街は図
2の如くで， q】心値 (20点)以 tの高得点者が82.9%で
中心イ潰以下の低得点者よりもはるかに多かった。しかし，
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図2 食生活得点頻度分布
図3 間食のflIi煩と摂取率(重復凶答)
(3) 
? ??， ， ??? 児
食生活上問題ではなL、かと考えられる16点以下の低得点
者が496ほどみられた。
3.間食妓取状況について
おやつのII~好は「甘いものが好き J 26.6%. 1どちら
でもなし、J56.296 1指味が好きJ17.296であった。(表2) 
おやつの内容は図31ζ示した如く，泉物類の摂取率が
最も高く 54.8%.次いで乳酸飲料類40.9%.スナック菓
子類37.6%. ジュース・炭酸飲料類35.9%.ビスケッ
ト・クッキ一類35.6%の1仰と隈取率が高かった。焼そば，
お好み焼き等の軽食般の奴取者も10%ほどみられた。
間食からのエネルギー摂取量は平均269.7kcalであっ
た。その分布は図41ζ示した如く.1日200-3∞kcal
の者が30.9%で最も多かった。 300kcal以上の者が
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図4 間食からのエネルギー摂取量と砂糖摂取盛分街
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図5 間食からのエネルギー熊取鼠および牛乳銀取ほと
砂糖阪取訟の関係
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37.1%. 5∞k凶 l以上が6.5%みられた。
間食からの砂結炭取量は平同19.9gであった。簡科医
師会が適当としている 1日当り20g以下の者が7796を
占め.40g以上の者9.9%.50g以上は3%で砂糖の限
り過ぎの者は比較的少なかった。
図5は間食からのエネノレギー摂取量と砂糖様取毘の関
係および牛乳炭取箆と砂糖隈取量の関係をみたものであ
る。 rm食のエネルギ-t誌が少ない群は砂糖際取.lil:も少な
く，一方間食のエネルギー量が多い群は砂糖綴取引も多
いという関係がみられた。
牛乳倶取量と砂糖妓取量の関係は「牛乳を飲まないJ
鮮が 12本より多い」群にくらべて砂糠炭取訟が約1.3
倍多かった。
1I.健康調査の結果
1. 身長，体重κついて
対象児の1.J-6カ月時の性別身長，体重の平均値はそ
れぞれ児向1.6cm，10.9kg，女子80.4cm，10.3kgであっ
た。
2. 身体愁訴ICついて
身体悠訴別頻度は表3IC示す通りである。 1風旅をひ
表3 健康調査結果
身体悠訴 はし、 時々 いいえ
A % 人 96 人 % 
2本Lス9上 1本j孔上 。
au! 樹 1.5 5 0.8 584 97.7 
b風別lひき 103 17.9 247 41.3 244 40.8 
c虫さされ? 45 2.6 o6 11.0 487 81.4 のじくじ
d食欲不振 53 8.9 172 28.8 373 62.3 
e使 秘 34 5.7 95 15.9 469 71.4 
f腹 痛 0.2 9 1.5 5槌 98.3 
gi!n 疹 118 19.8 110 18.3 370 61.9 
h顔 4 0.6 21 3.6 573 95.8 
ifi u 3 0.5 。。595 91.5 
J 1額が浮く 9 1.5 47 7.9 542 90.6 
きやすい」が紋も多く 59.2%，次いで「混疹J38.1%. 
「食欲不娠J35.9%. 1便秘J21.6%.1虫さされ後の
じくじく J18.6%. 1顔が浮く J9.4 %. i顔色かわる
いJ4.2%.1虫歯J2.3%. i腹痛J1.790. i貧血」
0.5Q6であった。
3. 位脱得点Kついて
fl.t版得点の平均値は27.0であった。その分布は凶 61C
( 4 ) 
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示す如くで， qJ心仰の20，o以上の高得点省が91.89oで対
象./).のほとんどであった。
田 食生活と健康との関連
1. 食'Jlの腕HlJ性と位除外点
「食・J~Iよ脱則的 IL 食べますか」という H\J ，、 lこ 対して
「はし、J70.606， r時々J23.490， iし、いえ J6 9oであっ
た。れ鮮の能成得点、はそれぞれ27.7.26.6， 25.6で
「はも、Jと n'，、えJg干の問IC5 %の危険中で(i，CVをか
ぷめられた。すなわち規WJ的な食生I.sl"fω}jがイミ縦IiIJ1i't
Iζくりべて健康状態がwrであった。
2. 食生活得点、と身長， !本喧
食生活得点を低(10-16点)，中 (17-23点)， i高 (24
-30点)0) 3併に分納し，食生活得点目IJ身長，体奄の各
併の手均仰を比較した。ム(4 IC/J;した如く身長， {本'l!と
もIC1it;人，'~g't と低得点鮮のWHc:ほとんと J.Jlみられはかっ
た。
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表4 食生活得点別身長・体重
食生活得点 人数身長c固体重kg
低 10- 16点 9 82.6 11.3 
男 "1 17 - 23 161 81.2 10.8 
高 24- 30 133 81.7 11.0 
低 10- 16 15 81.6 10.8 
右足 rド 17- 23 159 79.9 10.2 
日 24- 30 121 80.6 10.6 
3. 食生活状況と健康得点
食生活得点81jflt波得点平均値および身体愁訴別頻度を
&.5およびl刈7，ζぶした。食Fトr疋得点低伐の位)，kl'}点か
&も低fli!.であった。身体悠.fi別幼j支も食生活得点低群が
，tJ，高得点併にくらべほとんどの羽目が高値であった。
特に食欲のはい乙とが多いの慾浜本が低君$87.5Q6，日1ft
24.4%でその正二か大きかった。そζで今回の対象を食欲
ノ卜~g手 (はい，時々)と非不振群(いいえ) ，ζ分矧し，
食生活状1"'-，健康状態，身Jx， ~本弔を比較した。ぷ 61C
-'1'す如く，食欲不振併では非ィ、振れに比し牛乳阪取砧と
fl:J食からの砂在;It妓取量がや、多く ，健康得点，食生活得
点が低かった。身長，体重もや、劣った。しかしその差
はそれほと大きくはなかったのに対し，食・J}か規則的な
.(，.が食欲不振併では52.0%，Jド不振群では82.0%で両群
1:0の去が大きいζとが目立勺た。 すなわち.食欲不Jh群
は非不振鮮に比し食'IlがイミlJWljfJ-d'か多かった。
表5 食/主活得点別総!ぷ得点および身体忽WF率
食 生活 健lぷ 身 (4，: :悠 ，;fi (ぷ1. J長3参照)
1!1-!~1， ・. 人数 得点 a b c d 巴 f g h J 
低 24 25.9 14 8 21 7 10 。 3 
10-16人 ( 4.0) ( 4.1) (58.3 ) (33.3 ) (87.5) (29.2) ( 4.1) (41.6) ( 4.1) ( 0 ) ( 12.5) 
rt 320 27.2 10 183 57 liJ2 78 5 115 15 3 33 
17ー 23!.'1 (53.5) ( 3，1) (57.2 ) ( 17.8) (44.4 ) (.~4 .3 ) ( 1.6) (35.9) ( 4.7) ( 0.9) ( 10.3) 
I~'J 254 27.7 3 157 46 62 44 4 103 9 。 22 
24-301.'¥ (42.5) ( 1.2) (61.8 ) (18.1 ) (24.4) (17.3 ) ( 1.6) (40.6 ) ( 3.5) ( 0 ) ( 7.9) 
一-
598 2自.9 14 354 111 225 129 10 228 25 3 56 
( 100.0 ) ( 2.3) (S9.2 ) (18.6 ) (37.6 ) (21.6) ( 1.7) (38.1 ) (14.2 ) ( 0.5) ( 9.4) 
( 5 ) 
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間食からのエネノレギー慎取量ならびに
砂積摂取量と食生活得点および健康得点
エネノレギー 人数 % 食生活得点 健康得点際取量
0-100 kcal 53 ( 8.9) 22.1 25.4 
100-200 " 144 (24.1) 22.5 27.3 
200-300 " 185 (30.9) 22.0 27.4 
300-400 " 114 (19.1) 22.7 27.5 
400-500 " 63 (10.5) 22.5 27.0 
500-600 " 28 ( 4.7) 22.9 27.7 
600- " 1 ( 1.8) 24.7 27.5 
砂糖摂取量
A 0-29g 463 (77.4) 22.8 27.6 
B 30-39g 76 (12.7) 21.9 27.3 
C 40- g 59 ( 9.9) 21.9 26.8 
表7
口 低群
園高群
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l才6カ月児健診を受診した幼児を対象に食生活と健
康状態の実態を調査し，さらにそれらの関速について検
討した。
食生活調査の結果，蛋白質源食品にくらべ，野菜煩の
摂取状況がや、悪かった。現代の食生活の特徴として肉，
卵等の蛋白質源食品の消費が増え野菜の不足している者
が多い乙とが指摘されている。幼少時期から大量ではな
いにしても，野菜を毎日食べる習慣を身につけさせる ζ
とが望ましい。
牛乳摂取量は個人差の巾がかなりみられたが，1牛乳
を飲まないJや r1本以下」群では牛乳を飲んでいない
かわりに母乳を飲んでいる者が多く，一方母乳を飲んで
いない群では 12本より多b、J摂取者が多かった。従っ
て1J'6カ月児の食生活における乳汁依存度はまだかな
り大きいと恩われる。
間食の摂取量は 1-2才児では 1日の栄養所要量の10
%程度，熱盆で 150-200kcal程度与える ζとがよし、 111
間食からの砂糖炭取量と健康得点との関連については，
鈴木71の方法に従い対象者を砂糖僕取量が29g以ドの者
(A群)， 30-39g (B群)，40g以上 (C群)の 3群
に分類し各群の健康得点の平均値を比較した。砂糖摂取
量の多いC詳の健康得点が26却と対し砂糖領取量の少な
いA群は27.6で，砂糖綬取量の多い方が健康得点が低い
傾向にあった。
察考
食欲不娠と食生活および身体発育状況
項 目
食欲不振群 非不娠群
225名 373名
間食からのエネルギー 270.5 274.5 
食
摂取量kcal
間食から摂の砂取糖 20.2 19.6 量 g
牛乳摂取量 mi 406.9 355.6 
生 食事が規則的
(はし、)% 50.2 82.8 
食生活得点 21.4 23.9 
活
健 康 {写 H、5‘-、 26.2 28.1 
身 男 女 男 女
体 身長 cm 81.1 80.2 81.5 81.1 
発 体重 kg 10.7 10.2 11.0 10.5 育
図7
表6
( 6 ) 
牛乳炭取量と健康得点との関連は 12本より多いJ群
の健康得点27.1，r 2本以下J群が27.6，1 1本以下」
群が26.8，r飲まないJ群が27.3で，牛乳際取量の多少
と健康得点、の聞に一定の関係はみられなかった。
母乳摂取群と母乳を飲んでいない群の健康得点の平均
値もそれぞれ27.7，27.3で差はみられなかった。
4. 間食探取状況と健康得点、
間食からのエネルギ一被取量別健康得点を表711:.示し
た。 100kcal以下群の健康得点がや、低値であったが，
その他の群では差がみられなかった。
平野他:1.t 6カ月児の食生活と健康との関連 -279ー
とされているが.実態は我々の前回の調査結果4151や武
旗印や鐙井31らも指摘している如く， 1日のエネルギ一
所要録の30%を越える者がかなりみられた。乙の年令に
おける間食は食事の繍助食としての役割がかなり重い乙
とを示しているものと思われる。しかし閉会の内容とし
ては，スナック菓子や甘味飲料の筏取率が上位を占めて
いた。従って， 1才6カ月時では間食というよりはむし
ろ食事回数を増やし，1臼4回食として食事配分を計画
した献立ぞ立てる乙とが望ましいのではないかと考え
る。既IC，4回食を唱えている人もあるが13j，本調資
結果からも明らかなように，一般には4回食はまだあま
り普及していないようである。いずれにしても l臼3回
の食事以外に与えるものについては，甘いものに偏らな
いように注意し，消化しやすく適当な水分を補い，また
ビタミンやミネラルを禰う ζとのできるような栄養バラ
ンスを考えたものを与えるようにしたい。
健康調貨の結果，身長，体重については昭和55年厚生
省凋奇の乳幼児身体発育値(中央値)と比較して男女と
もt回っていた。
身体慾訴としては「風邪をひきやすいJ.i湿疹J.r食欲
不娠」が多かった。日本児童福祉給食会給食研究班 13)
が昭府155"，ミK保育所の関児を調査した結果でも，同燥な
傾向を報告している。
段近の子ともは一般にひ弱である。年中風耳目をひいて
いる。食欲がなし¥皮膚につやがない，腹痛をよく起乙
すなと町微症状を持つ子どもが増えてきているといわれ
るl引が，今回の 1才6カ月児については，健康得点は
30点満点で平均27.1，また25点以上の者が91.896でほ Y
良好であった。図回ら 151も3才児の健康IC対する母線
の意識調売を行ない.大部分の者が健康であると考えて
いると述べている。
次いで・食生活と健康との関連Kついて検討した結果，
食事が規則的な群と不規則な群の健康得点が5%の危険
率で有忍法がみられ，規則群の方が健康状態が良好で
あった。細谷ら 161も食事が不規則である乙とと不定愁
訴には関迎があると報告している。
食生活得点低，中，高群の健康得点は低群が肢も低値
で品うった。また身体慾訴別頻度も食生活得点低群が，ほ
とんどの項目で高値を示した。すなわち食生活状況がわ
るいと健康状態もよくない傾向にある乙とが示された。
鈴木ら川も食生活得点が低くなると健康上の訴え率が
噌加するという関連性がみられたと述べている。
と乙ろで身体愁訴別頻度のうち「食欲のない乙とが多
L、Jの慾訴率が食生活得点低群と高群との聞の差が級も
大きかった。その原因を探るために，今回の対象を食欲
(7) 
不娠群と非不振群』ζ分類し，食生活状況，健康状態を比
絞した。その結果食欲不振群は非不娠群κくらべ食事が
不規則な者が多かった。すなわち不規則な食生活は食欲
不娠を沼く大きな原因である乙とが推定された。
間食鍍取状況と健康との関速については，間食からの
砂踏倶取鼠が多い群の方が，少ない群にくらべて健康得
点が低値の傾向であった。鈴木7)も砂絡の煩取過剰と不
健康状態の聞には関連性がある ζとを報告している。本
調査で，食欲不娠群は非不振群iとくらべ砂織妓i削ltが多
く食生活得点，健康得点が低備であった。乙れと考え合
せると，砂糖類や甘味の強い食品の炭取は一時的な満腹
感を覚えさせ，食事の際jζ食欲がなくなり，その結果摂
取する食品の盈や種類が少くなり，栄後状態のアンバラ
ンスを生じ，健康状態κ影響を及ぼしたのではないかと
与えられる。
要 約
l才6カ月児健診時lζおける栄養指導を，より効果的
に行なうための指針づくりの一資料とする乙とを目的と
して.次の調査を行なった。すなわち，昭和56年6月か
ら57{下3月までiζ，大阪市東成保健所lζ l才6カ月児健
診のために来所した幼児のうち598名(男303名， !;(295 
名〉を対象として，食生活と健康状態の実態ならびにそ
れらの閲速について検討した。
なお，食生活調資ならびに健康調査の質問lζ対する回
答を点数化して得点を求め，それぞれ食生活得点，健成
得点とした。いずれも最低10点，段高30点で，得点が高
い程度生活状況.健康状態が良好である乙とを表わして
いる。
結果は以下の如くである。
1 ) 牛乳を l日2本より多く飲んでいる者が全対象の
37.696にみられた。
母乳を飲んでいる者が10.2%あった。
母手しを飲んでいない者で牛乳を 182本より多く飲ん
でいる者は40.8%であった。 l才6カ月時では栄後慎
取における乳汁依存度がまだかなり大きい乙とが示さ
れた。
2) 間食からのエネノレギー 妓取:ID:の平均は269.7kcal
であった。また300kcal以上の者が37.1%であった。
一般に幼児の閉会からのエネルギー量の埋想値とされ
ている100kcalKくらべてかなり多かった。乙れは
1-t6カ月時では間食は食事の繍助食としての役割が
かなり重いことを示しているものと考えられる。
3) 食生活得点の平均値は30点満点の22.1，同じく健康
得点の平均値は27.0で，今回対象の 1:才6カ月児の食
-280ー 児
生活状況，健康状態はほず良好であった。
4) しかし，食生活上問題があるのではなし、かと考えら
れる小児，すなわち食生活得点が16点以下の者;496， 
食事が不規則な者;696，間食からの砂糖綬取震が l
日40g以上の者9.996と，それぞれの頻度はそれほど
多くはないがみられた。
5) しかも，乙れらの食生活問題群の健康得点は，食生
活得点低群が25.9，食事の不規則群が25.6，間食から
の砂糖の綴り過ぎ鮮が26.8で，全対象児の平均値27.0
K比し低値の傾向であった。
6) 特IC食事が規則的な群の健康得点、が27.71ζ対し，不
規則群では25.6で，5%の危険率で有意差があった。
以上の結果から，l.t 6カ月児の食生活指導Ic際して
は食事の規則性，間企の内容に対して特IL~怠する必要
があると考える。
本論文の一部は第30回日本小児保健学会において発表
した。
稿を終わるにあたり.御校閲をいただきました板本古
正教綬に感謝いたします。また調査に際し御協力L、たた
いた東成保健所の職員の方々に厚く御礼申し上げます。
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Summary 
In order to make the nutrition guidance effective at the time of medica1 examination for 1-1/2 year司oldchildren， iti. 
essential to grasp the dietary habits and the effects thereof on growth and hygienic conditions. 
In the present study， dietary habits ancl health complaints were examined by the quesHonnaire sheet; one was for 
dietary habits， and the other was for health complaints. 
And research was made of the relation between dietary habits and health comp1aints. Subjects were 598 infants who 
underwent the medical examination at th巴ageofト1/2，visiting Higashinari Public Health Center in Osaka. 
Resu1ts were as followed: 
1) 4% of the subjects showed the alimentary unbalance. 
2) 6% of the subjects showed the irregular intake of the diet. 
3) 9:9% of the subjects were consuming over 40g of sugar in between meals a day 
4) The better health status appears to be associated with the appropriate food-eating behavior. 
(8 ) 
